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要約： 

 本章では、応用経済モデルによる政策効果の数量分析において用いられる、シミュレー

ションの設定方法について紹介する。応用経済モデルによるシミュレーションの例として、

Dynamic GTAP モデルを取り上げる。政策効果を把握しようとする場合には、その政策が

実施される経済を想定したシミュレーション計算を行い、政策が実施されていない経済を

想定した場合に得られる計算結果と比較することによって、数量的な評価が行われる。分

析対象の政策や経済環境の変化をシミュレートする場合を「政策シナリオ」と呼び、分析

対象以外の全ての変化を含むシミュレーションを「ベースライン・シナリオ」と呼ぶこと

とする。「シナリオ」という言葉が含意するように、シミュレーションで想定する変化は、

その組み合わせや期間によって実に様々な状態を記述することとなる。「ベースライン」と

は、分析対象とそれ以外を峻別することによって、比較のための基準を設定するという意

味を持つ。そのため、ベースライン・シナリオと政策シナリオとの違いこそが重要であり、

何をシミュレーションで明らかにするかという目的の核となる。具体的には、Dynamic 

GTAP モデルを利用したシミュレーションの設定方法について、ベースライン・シナリオ

に含まれる予測値や推計値について紹介した。政策シナリオの例としては、貿易自由化の

実施期間が異なる３つのシナリオを使用した。政策シナリオによるシミュレーション結果

が、どれほどベースライン・シナリオから乖離するかを計算することによって、その政策

効果を数量的に評価する例を示した。 
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はじめに 

 

 本章では、応用経済モデルによる政策効果の数量分析において用いられる、シミュレー

ションの設定方法について紹介する。一般的に、政策効果を把握しようとする場合にはそ

の政策が実施される経済を想定したシミュレーション計算を行い、政策が実施されていな

い経済を想定した場合に得られる計算結果と比較することによって、数量的な評価が行わ

れる。その比較を行うために最初に必要となるのは、政策実施前の経済状態を表現する応

用経済モデルを準備することである。次に、そのモデルで表現しようとする基準時点の情

報（ベンチマーク・データ）を収集し、モデルと整合的に対応させることが必要となる。

この段階で、基準時点の経済をモデルとベンチマーク・データで記述することが可能とな

り、その後の全てのシミュレーション計算の起点として比較基準を形成する。この起点の

設定に続いて様々な経済や政策の変化を想定したシミュレーション計算が実施されること

となる。 

 経済状態の変化をシミュレートとする例として人口の変化を考えてみよう。例えば、あ

る経済の人口が 10％増加することを想定したシミュレーションを行い、その結果が応用経

済モデル内で定義された各種変数にどの程度の影響を与えたかを、モデルとベンチマー

ク・データで表現された起点と比較することで数量的に把握することが可能となる。ある

いは、人口の 10％増加は、５期間という明示的に区分された時間軸上での変化であると想

定し、各期のおおよその変化がそれぞれ、１%、２%、３%、２%、1.7%であると想定して

シミュレーション計算を行い、各期間での影響を起点との比較から考察することも可能で

ある。 

 政策シミュレーションの例としては、ある経済での輸入財に課された関税が 100%削減

されることを想定したシミュレーション結果を、起点と比較することで関税撤廃の効果を

試算することが考えられる。もちろん、人口の例と同様に、関税撤廃が明示的な期間で徐々

に実施されることを想定したシミュレーション計算を行うことも可能である。 

 分析対象として特定の政策や経済の変化をシミュレートする場合を、政策シミュレーシ

ョン・シナリオ、または省略して「政策シナリオ」と呼ぶこととする。一方で、分析対象

以外の全ての経済状態や他の政策の変化を含むシミュレーションを「ベースライン・シナ

リオ」と呼ぶこととする。「シナリオ」という言葉が含意するように、シミュレーションで

想定する変化は、その組み合わせや期間によって実に様々な状態を記述することとなる。

「ベースライン」とは、分析対象とそれ以外を峻別することによって、比較のための基準

を設定するという意味を持つ。そのため、ベースライン・シナリオと政策シナリオとの違

いこそが重要であり（図１）、何をシミュレーションで明らかにするかという目的の核とな

る。 

 



 

73 
 

図１ ベースライン・シナリオと政策シナリオ 

 
（出所）筆者作成。 

 

 ベースラインと政策というそれぞれのシナリオにおいて、どのような政策や経済の変化

を表現することができるかについては、分析に使用する応用経済モデルに依存する。また、

シナリオで想定する変化の大きさや期間は、分析課題や研究者がシミュレーション後の将

来世界をどのように仮定するかに依存して決まる。 

 次節以降では、Dynamic GTAP モデル（Ianchovichina and McDougall [2001]）によるシミ

ュレーションを例にして、ベースライン・シナリオがどのように設定されているか紹介し

たい。まず、モデルとベンチマーク・データの概要について述べ、次にベースライン・シ

ナリオの設定で使用されている、国際機関などによる将来予測値について記述する。最後

に、政策シナリオの一例を紹介する。 

 

 

1. Dynamic GTAP モデルと GTAP データベース 

 

 本節では、応用経済モデルの例としてDynamic GTAPモデル（Ianchovichina and McDougall 

[2001]）を取り上げる。また、基準時点を記述するベンチマーク・データとしてGTAPデー

タベース第 7.1 版（Narayanan and Walmsley [2008]）を利用する。これらのモデルとデータ

ベースは、米国パデュー（Purdue）大学の国際貿易分析センターと研究者や政策立案者等

のネットワークによる国際貿易分析プロジェクト（Global Trade Analysis Project: GTAP）で
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開発されている1。 

 Dynamic GTAPモデルは、比較静学分析に用いられる標準的なGTAPモデル（Hertel [1997]

および McDougall [2000]）を拡張する方法で開発され、人口や生産要素そして投資と資本

蓄積の動学的効果を明示的に扱うことが可能なモデルとなっている。Dynamic GTAP モデ

ルには、比較静学 GTAP モデルの特徴が受け継がれている。主な特徴として、完全競争市

場、収穫一定の生産技術、そして貿易財については生産地による差別化（アーミントン仮

定: Armington [1969]）が挙げられる。投資と資本蓄積は逐次動学的（Recursively Dynamic）

な過程としてモデルに組み込まれている。 

 この応用経済モデルに対して整合的なベンチマーク・データを与えるのが、GTAP デー

タベース第 7.1 版（Narayanan and Walmsley [2008]）である。GTAP データベース第 7.1 版は、

世界を 112 の国・地域に分類し、各国・地域の経済活動を 57 産業別に収録した 2004 年基

準のデータベースである。貿易を通じた各国・地域の生産や消費の相互依存関係を数量的

に把握することができる世界全体の経済俯瞰図となっている。データ量が膨大であるため、

112 地域・57 産業の GTAP データベースをそのままの地域・産業数で使用してベースライ

ン・シナリオを設定することは困難である。そのため、シミュレーション計算に先立ち、

地域と産業を分析目的に照らし合わせて集計することが必要となる。ここでは、22 地域と

29 産業に集計したベンチマーク・データを使用する（表１および表２を参照）。 

 分析対象とする地域や産業の範囲をどの程度の数に設定するのかについては、応用経済

モデルの構造やその後のシミュレーション内容に密接に関連するため、注意深く検討する

必要がある。また、ベースライン・シナリオに各種の経済予測値を利用する場合にも、地

域数を合わせるための集計作業が必要となることから、データの入手可能性を考慮するこ

とも重要である。 

 Dynamic GTAP モデルとベンチマーク・データによって、シミュレーションの起点とな

る、基準時点での経済状態を記述することが可能となる。 

 

 

2. ベースライン・シナリオ 

 

 Dynamic GTAP モデルを利用したシミュレーション計算は、モデルで定義される外生変

数に分析者が想定する変化を外から与えることで実行される。モデル内の変数は、クロー

ジャ（Closure）によって内生変数と外生変数に指定されている。外生変数に指定される変

数を大別して見ると、生産性や効率性に関する外生変数、税や補助金に関する外生変数、

人口や要素賦存に関する外生変数に分けられる。Dynamic GTAP モデルにおけるベースラ

                                                      
1 https://www.gtap.agecon.purdue.edu/ センターとプロジェクトの詳細についてはウェブサイトを参照された

い。 
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イン・シナリオには、外生変数である人口、労働賦存に加えて、政策に関連する変数も追

加することが可能である。ベースライン・シナリオと政策シナリオの違いは、どの外生変

数に変化を与えるかの組み合わせによって、シミュレーションの分析目的を表現している。 

 さらに、クロージャで指定される内生変数と外生変数を、特別に対の関係にある変数間

で入れ替えることも行われる。例えば、通常は内生変数である実質 GDP と、外生変数で

ある経済全体の生産効率をコントロールする変数との入れ替えがある。具体的な Dynamic 

GTAP モデルでのベースライン・シナリオでは、国際通貨基金（International Monetary Fund: 

IMF）が公表している「World Economic Outlook（IMF [2011]）」における実質 GDP 成長率

の値を、分析対象国・地域別のターゲットとして利用する（図２）。IMF [2011]には国別の

十分な情報があるため、GTAP データベースでの地域区分に対応するように整理を行い、

分析用 22 地域へと集計している。予測値の 2015 年以降に関しては、単純に延長推計を行

ったものを図示している。分析目的によっては、GTAP データベースにおける地域集計と

は異なる情報が必要となるケースも出てくるであろうし、IMF の「World Economic Outlook」

も定期的に更新されている。そのため、集計の変更や利用元データの更新に合わせて、ベ

ースライン・シナリオを調整することが可能になっていると便利である。 

 

図２ 実質 GDP の実績値と予測値（％） 

 
（出所）IMF [2011]から筆者作成。 

 

 ベースライン・シナリオに含まれる人口変化は、U.S. Census Bureau [2011]による推計値

を利用している（図３）。詳細な国別の推計値が利用可能となっているが、IMF [2011]によ

る国分類法と異なるため、集計や更新の際には十分な注意が必要となる。労働の変化につ
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いては、ILO [2011]を利用した（図４）。 

 

図３ 人口変化の実績値と予測値（％） 

 
（出所）U.S. Census Bureau [2011]から筆者作成。 

 

図４ 労働力変化の実績値と予測値（％） 

 
（出所）ILO [2011]から筆者作成. 

 

 人口、労働、実質 GDP の変化を利用可能な推計値や予測値に求め、世界各国について



 

77 
 

集計したものを、Dynamic GTAP モデルの外生変数へ与えることでベースライン・シナリ

オが設定される。国際機関や研究機関が公表した数値を利用するのではなく、分析対象国

の公式統計や予測値を利用することももちろん可能である。ある変数についての予測値と

して、どの機関が作成した数値を使うか複数の値を検討することも可能であり、その過程

自体が想定する経済状態の違いを考察するシミュレーションであるとも考えられる。 

 

 

3. 政策シナリオの例 

 

 Dynamic GTAP モデルにおける政策シナリオの例として、ベースラインとの比較から分

かるシミュレーション結果の例を以下で紹介する。下のリストに示した通り、ベースライ

ン・シナリオは、2005 年から 2030 年までの将来についてのシナリオとして設定する。政

策シナリオとしては次の３つのシナリオを想定してみる。関税撤廃とサービス貿易障壁削

減による貿易自由化が、①５年間で実施される場合、②10 年間で実施される場合、および

③18 年間で実施される場合についてのシナリオである。シミュレーション計算には、

GEMPACK ソフトウェア（Harrison and Pearson [1996]）および RunDynam（Centre of Policy 

Studies [2010]）ソフトウェアを利用した。 

 

ベースライン・シナリオと政策シナリオ 

•ベースライン・シナリオ：2005 年から 2030 年までの将来シナリオ 

•T05：５年間での貿易自由化（2013－2022 年） 

•T10：10 年間での貿易自由化（2013－2022 年） 

•T18：18 年間での貿易自由化（2013－2030 年） 

 

 ベースライン・シナリオと政策シナリオとの位置づけを、もう一度、図１で確認してお

こう。2005 年から 2030 年までの世界経済全体の将来シナリオを描いたシナリオがベース

ライン・シナリオである。ベースラインでの変数 Y の時間軸上の変化は図に太い点線で示

されている。例として、政策シナリオで時間軸上の T という点で貿易自由化が実施される

とする。この外生的なショックにより変数 Y はベースラインから乖離して変化する。他の

条件が同一であればこの乖離こそが、政策が変数 Y に及ぼす効果として定量化されること

になる。ベースラインとの乖離は百分率の数値変化で計算される。図５は政策シナリオの

結果として、ベースラインからの乖離を図示している。図５の結果から、貿易自由化の期

間が短いほど、変数 Y の増加スピートが早いという特徴が分かる。 
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図５ 政策シナリオの例示（パーセンテージ・ポイント） 

 
（出所）シミュレーション結果から筆者作成。 

 

 

おわりに 

 この章では、応用経済モデルによる政策効果の数量分析において用いられる、シミュレ

ーションの設定方法について紹介した。「政策シナリオ」として、政策が実施される経済を

想定したシミュレーション計算を行い、政策が実施されていない経済を想定した「ベース

ライン・シナリオ」のもとで得られた計算結果との比較から、分析対象である政策の数量

的な評価を行う過程について解説した。Dynamic GTAP モデルを利用したシミュレーショ

ンの設定方法についてベースライン・シナリオに含まれる予測値や推計値について紹介す

るとともに、政策シナリオの例として貿易自由化の実施期間が異なる３つのシナリオに関

するデモンストレーションを行った。そして、政策シナリオのもとで得られたシミュレー

ション結果が、どれほどベースライン・シナリオから乖離するかを計算することによって、

その政策効果を数量的に評価する例を示した。  
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表１ GTAP データベースの 22 地域への集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）GTAP データベース第 7.1 版. 
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表２ GTAP データベースの 29 産業への集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）GTAP データベース第 7.1 版。 


